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受
援
の
重
要
性

　

既
存
の
災
害
対
策
法
制
は
、
被
災
市
区
町
村
が
災

害
対
応
業
務
を
理
解
し
、
遂
行
で
き
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
不
足
分
を
都
道
府
県
や
国
が
補
完
し
、
他

の
市
区
町
村
が
応
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
小
規
模
市
区
町
村
は
防
災
の
専
任
職
員
が
い
な

い
な
ど
、
そ
も
そ
も
災
害
対
応
能
力
が
十
分
で
な
い

場
合
が
あ
る
。

　

小
規
模
市
区
町
村
は
発
災
後
、
初
動
の
３
日
間

程
度
は
住
民
の
命
を
守
り
、
つ
な
ぐ
業
務
に
特
化

し
た
活
動
に
集
中
し
、
他
の
業
務
は
国
や
他
自
治

体
の
受
援
で
乗
り
切
る
の
が
良
い
と
私
は
考
え
て

い
る
。
多
く
の
災
害
現
場
で
、
人
員
不
足
に
よ
っ

て
市
区
町
村
職
員
が
疲
弊
し
て
い
る
姿
を
間
近
に

見
て
き
た
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
中
規
模
以
上
の
災
害
に
な
る
と
、
災
害
対

応
業
務
が
膨
大
に
な
る
上
、
通
常
業
務
も
積
み
上
が

る
た
め
、
被
災
市
区
町
村
の
業
務
遂
行
能
力
は
低
下

す
る
。

　

こ
の
た
め
、
必
要
十
分
な
災
害
対
応
を
行
う
に
は
、

他
の
市
区
町
村
と
の
応
援
受
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、

「
受
援
計
画
」
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
決
し
て
、
自

分
た
ち
だ
け
で
災
害
対
応
を
し
よ
う
と
思
っ
て
は
な

ら
な
い
。
災
害
対
応
は
復
旧
・
復
興
期
間
の
方
が
は

る
か
に
長
い
の
で
、
職
員
を
で
き
る
だ
け
疲
弊
さ
せ

な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
職
員
の
防
災
意
識
を
高
め
る
な
ど
、
応
援
自
治

体
側
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
遠
慮
は
無
用
だ
。

受
援
計
画
の
手
引
き

　

内
閣
府（
防
災
担
当
）は
平
成
29
年
３
月
に「
地
方

公
共
団
体
の
た
め
の
災
害
時
受
援
体
制
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
示
し
た
。
だ
が
、
小
規
模
市
区
町

村
に
と
っ
て
は
抽
象
的
な
た
め
、
具
体
的
に
作
成
す

る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

本
年
４
月
に
示
さ
れ
た
「
市
町
村
の
た
め
の
人
的

応
援
の
受
入
れ
に
関
す
る
受
援
計
画
作
成
の
手
引

き
」（
以
下
、「
手
引
き
」と
い
う
）は
、
専
任
の
防
災

職
員
が
い
な
い
な
ど
、
受
援
計
画
策
定
や
計
画
を
実

行
し
て
い
く
上
で
の
防
災
体
制
面
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
市
区
町
村
に
お
い
て
も
、
な
る
べ
く
負
担
を
少

な
く
受
援
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
手
引
き
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

受
援
体
制
の
整
備

　

被
災
市
区
町
村
の
受
援
状
況
を
見
て
き
た
限
り
で

あ
る
が
、
庁
内
全
体
の
受
援
担
当
者
に
つ
い
て
防
災
・

危
機
管
理
部
局
が
担
当
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
人
事

ま
た
は
企
画
部
局
が
担
当
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
に
、

大
き
く
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
手
引
き
に

は
「
災
害
対
応
中
に
は
、
防
災
部
局
に
様
々
な
業
務

が
集
中
し
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、
防
災
部
局
以

外
か
ら
選
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
明
確
に
書

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
指
摘
だ
。

　

ま
た
、
庁
内
全
体
の
受
援
担
当
者
だ
け
で
は
１
〜

２
週
間
で
交
代
す
る
応
援
職
員
の
管
理
で
手
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
多
様
な
受
援
対
象
業
務
の
進
行
管
理
が

難
し
い
。
そ
こ
で
、
手
引
き
で
は
「
受
援
対
象
業
務

ご
と
に
各
業
務
の
受
援
担
当
者
を
選
定
し
て
お
く
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
応
援
職
員
の
た
め
の
執
務
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
手
引
き
で
は
、
庁
内
全
体
の

受
援
担
当
者
の
業
務
と
し
て
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

受
援
計
画
作
成
の
手
引
き
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◦�

災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
職
員
等
の
「
執
務
ス

ペ
ー
ス
」の
確
保

◦�

文
具
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
な
ど

◦�

宿
泊
場
所
の
リ
ス
ト
作
成

　

災
害
時
は
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
が
大
き
な
課
題
だ
。

そ
れ
は
、
平
時
に
は
行
わ
な
い
業
務
（
住
民
相
談
、

物
資
支
援
な
ど
）
や
各
種
調
整
な
ど
の
会
議
、
そ
れ

に
応
援
受
け
入
れ
な
ど
が
あ
る
か
ら
だ
。
災
害
時
に

ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
確
保
す
る
か
は
、
事
前
に
庁
内
全

体
で
調
整
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

応
援
職
員
等
の
受
け
入
れ

　

受
援
担
当
者
の
役
割
と
応
援
職
員
等
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
基
本
的
な
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１ �

都
道
府
県
と
の
調
整【
庁
内
全
体
】

２ �

県
職
員
等
の
受
入
れ【
庁
内
全
体
】

３ �

必
要
人
数
等
の
把
握【
庁
内
全
体（
各
業
務
）】

４ �

応
援
職
員
等
の
要
請【
庁
内
全
体（
各
業
務
）】

５ �

応
援
職
員
等
の
受
入
れ【
各
業
務（
庁
内
全
体
）】

６ �

受
援
業
務
の
開
始
・
状
況
把
握
【
各
業
務
（
庁
内

全
体
）】

７ �

撤
収
調
整
（
応
援
の
終
了
）【
各
業
務
（
庁
内
全

体
）】

８ �

精
算【
庁
内
全
体
】

　

庁
内
全
体
の
受
援
担
当
者
と
各
業
務
の
受
援
担
当

者
と
の
調
整
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
受
援
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

受
援
シ
ー
ト

　

手
引
き
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、「
災
害
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
避
難
所
運
営
」「
災
害
廃
棄
物
の
処
理
」「
住

家
の
被
害
認
定
調
査
」「
罹り
さ
い災
証
明
書
の
交
付
」
と
い

う
重
要
な
受
援
業
務
ご
と
に
、
ひ
な
型
と
な
る
受
援

シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

避
難
所
運
営
を
例
に
挙
げ
る
と
、
応
援
要
請
を
検

討
す
る
主
な
業
務
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
応
援
職
員
等
の
要
請
人
数
の
考
え
方
や
必

要
な
資
機
材
も
書
か
れ
て
い
る
。

▪
応
援
職
員
等
の
要
請
人
数
の
考
え
方

　

以
下
に
示
す
避
難
所
運
営
に
必
要
な
職
員
数
か
ら

発
災
時
に
自
市
町
村
で
動
員
で
き
る
職
員
数
を
引
い

て
、
要
請
人
数
を
見
積
も
る
。

《
避
難
所
運
営
に
必
要
な
職
員
数
》

　

＝
開
設
避
難
所
数
×
１
避
難
所
を
運
営
管
理
す
る

行
政
職
員
数（
※
）（
避
難
所
規
模
・
避
難
者
数
に
よ
る
）

※�

避
難
所
を
運
営
管
理
す
る
行
政
職
員
数
は
、
平
時
よ
り
地

域
住
民
の
方
々
と
連
携
し
、
運
営
体
制
を
定
め
て
お
く
こ

と
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
整
理
。

▪
必
要
な
資
機
材
な
ど

　

車
両
、
通
信
機
材
、
地
図
、
机
、
椅
子
、
Ｐ
Ｃ
、

プ
リ
ン
タ
ー
、
筆
記
用
具
、
携
帯
電
話
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
、
間
仕
切
り
、
仮
設
ト
イ
レ
、
燃
料
、
扇
風

機
、
ペ
ッ
ト
の
ケ
ー
ジ
（
詳
細
は
指
針
・
手
引
き
な

ど
を
参
照
）
※
必
要
に
応
じ
て
、
応
援
職
員
に
持
参

を
依
頼
。

　

こ
の
手
引
き
は
、
他
に
も
留
意
点
な
ど
細
か
な

配
慮
が
あ
り
、
使
い
や
す
く
、
非
常
に
優
れ
て
い

る
と
考
え
る
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、
全
国
全
て
の

市
区
町
村
で
「
受
援
計
画
」
を
作
成
い
た
だ
き
た
い

と
強
く
願
う
。
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マネジメント
業務支援

◦�避難所の状況把握�
（箇所・人数、保健福祉ニーズ、名簿、
生活環境等）
◦�実施体制の構築�
（庁内体制の調整、応援要請職員等の算
定・調整）
◦�在宅被災者への対策検討
◦�避難所の環境改善に向けた検討
◦�避難所解消に向けた検討

実務への支援
◦�避難所の運営
◦�在宅被災者への支援
◦�被災者への生活支援等の情報発信
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